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概概概概        要要要要    

    

ガラス板あるいはプラスチックフィルムで挟んだ数十ミクロン厚の液晶と高

分子からなる複合層は、透明/白濁状態が温度とともに可逆的に切り換わる。

本素子は、少なくとも 30～80℃の任意の温度で切り換えの選択が可能で、季

節変化に応じて自律的に動作する日射制御窓、また、熱可視化シートといった

センサー類、生活を豊かにするアメニティ設備などへの応用が見込まれる。 

従来技術従来技術従来技術従来技術・・・・    

競合技術競合技術競合技術競合技術    

とのとのとのとの比較比較比較比較    

（（（（優位性優位性優位性優位性））））    

感温型素子は、設置が容易、電力施設など無しに温度で独立に動作する点で、

電気制御型と比べ導入しやすい。また作製での露光技術を高め、従来難しかっ

た原料の組合せを可能にし、従来の感温型の液晶素子に比べて幅広く所望特性

が実現できるようになった。これにより、作製条件の調整だけで、偏光性の賦

与、透明/白濁の温度特性の反転など、様々な特徴を組み込めるようになった。 

本技術本技術本技術本技術のののの    

有用性有用性有用性有用性    

本件のように、室温付近で温度に応じて光制御する技術は、人の生活に直接繋

がる有用性がある。例えば、建物や移動体の窓に、気温に応じて日射制御する

機能を持たせることで、快適性が高まると期待される。あるいは、室温付近の

熱を感知するセンサー(シート)は、健康・医療分野への展開が考えられる。 

関連情報関連情報関連情報関連情報    
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適用可能製品適用可能製品適用可能製品適用可能製品    
窓ガラス、窓用フィルム、光学部材、センサー、アメニティ製品など 

ホログラフィック構造形成により様々な光回折制御素子への応用展開が可能 
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